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審査請求八一
平成２４年１２月３１日付けで行われた審査請求について､行政不服審査法(昭和３ｹ年法律第１６
０号).¥40.条第３項の規定に鵲り､次のとおり裁決する‘

．； “ 主 、 文 ． 、０ Ｆ ｡

§平成2、４年１１月５日付けで審査請求人に対し行づた生活保護廃止処分寺

● ①

は ざ こ れ を 取 り 消 す ｡ ： ‘
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札幌市豊平区保健福祉部長(以下｢処分庁｣昂:といず｡)は､平成24年,,月5日､審査請求人(以
下:｢請求入jどい．う｡)に対し､生活保護法(昭和25年法律第１“･鈴以下｢法｣:‘という｡),第62'

■ ● . ◆

条第3項の規定による生活保護廃止処分(以下-｢原処分｣#というd)を行づた｡･:.
請求入は､原処分を不服として､平成2畔,２月3ﾕ獄北海道知事に審査請求を行っ芯：

ｏ ｔ Ｇ ８ . ． ．

： ’ ４ ． ．・ ： ． ． . ： 請 求 ． の 要 旨 ．｡ ･ 号 ● ●

： ．

，請求火はく原処分の取消しを求めて、次のとおり主彊しでb､る.ものと解される6；
､ d ､ 号 D･生活保護受給中の収入を申告していなかったが､返還ずれば足りるとの認識しかなく､故意に不正受・ ・ ■ ｡ ● ｑ

８ ・ b ● ､

給をするつもりばなかったので､生活保護が受けられなくなることに不服である｡‘．・‘申 ① ｡ . Q p

や ･ ･

，、裁.･決の理由
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( 1 ) ． . 法 の 規 定 等 に つ い て ・ ． ． ． : ． ､ ． 『 ． ” ． 、
ア性は線護の決定及び実施を適重に行う必要があることから､被艤者に対咲収入､支出そ
． ： ． ､ ． ． ; ．'他生計の繩につ岐葵鋤あるたとき等につし《髄やかに齢出る義務を識でおり:(法第

-〆6:'条)4不実の申請その他不正な圭段により保護を受けた者ｶﾐあろをきは､保護費を支弁しだ
都道府県又は市耐ゐ認その費用の全部又は一部を：その者から徴収することができるどき
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イま侭保護の実施機関は､被保護者に対して､生活の維持､向上その他保護の目的鋤1号必雲｡＝・な指導又は指示をすることボできるとされている（法第２７条第１項)6・
苫

・ウ被保護者は､保護の実施機関から指導又餓示を受けたときは､これに従わなければならない
電のとされており､保護の実施機関隣被保護者がこの義務に違反したときは､.あらかじめ被保
霞者に轟吹弁明め機会を与えた上でき保護城更､惇正文ほ廃止をすることができるとされで…いる（法第６２条第１風第３項及び第４項)６

．】一・．

エ法第２７条による指導指示は、口頭により直接当譲被保護者仁れに醍りがたい場合は､:､当該&…:世帯羊)に対吹行うことを原則とする瓜これによって自的を達ぜられなか=鶴蚤た言≦"
､′目的を達せられないと認められると鬘､:及びその他の事由で口頭によ:りがたいときは､文書によ“，

〃る鱗指示を楠こととされている(生活保護法による保護の実施要領について(晤和38隼４．． ？ ． ． 。 ． ． ・ ' ． ． 、 ． 、．:月1･日社発第２．４６号厚生省社会局長通知)第１１の2:(4))。．．＊…
■ ｡ - . " ｡ ､‘駕鴬簔繍驚霧鯉鯉雲駕鰯篝鑿麓鴛・

；,'場合における保護の変更､停止又は廃止の適用についての基準を定めており、次のいずれかに該． ． ． ｝ ． ． ． ． ． ， ‘ . 、…当苛る場合には保護を廃止することとしているが、当該被保護者の状捌こよ.りなお効果が期待さ

：れろときほ､当該処分を行うに先立ち.再度､法秦27条にまる指轤示を文書で行うこどどざ： ． ． ． ． ． ． ； . ‘ ：． ． 、 れ て い る 5 : ． ． ． ・ ， ； ． ． ， ． ． ； ． ・
、,{7)最近岬以内において当該織指示違反のほか侭文書による指導指示に対ずる違反､立入:.

‘ ｊ ， ｡ , 4 0 ｡

．調査拒否若しくは検診命令違反があったとぎざ・，
…(ｲ》法第７８条により費用織収の対象となるべき事実について以後改めるよう指導指示したにも，
・かかわら領これに従わなかったとき｡．． ‘．、．．．：
(ｳ)蝿の停止を行うこどによっては当該指導指示に従わせるととが著しく困難であると莞めら…９ ． ． ． _ . : .， 汎 る ど き b ･ - ：

( 2 ) : 原 処 分 に つ い て ､ ： - j :
．、ブ請求人は《･収入の申告漏れについてはも故意によるものではなく、後に保謹費を返還まれぱ足一・

礁鰯篭愚篁鷲震二噸難:壼鑿篁童鴬〆
お･り､･請求人は、本件給与収入について､､適切に申告を行う必要があることを十分自覚していた
にもかかわら顎申告を行わながったのであるから､..請求入の主張は採用できず､前記(')オ(ｲ)･に．
該当ずる場沓として請求入の保護を廃止するとした処分庁の判断に違法又は不当な点はない6・
ｲ､しかしながらざ源処分に係る通知書には､処分理由として｢生活保護法霊函条3項収入申告
指示違反｣とのみ記載されており､Iまかに処分理由が示された事実は認められない.：・
原処分が不利益処分であることを踏まえるど､原処分の通知書に付記すべき理由としては､行：．

政手続法‘(平成５年法律第８８号)･第1.4条第１項の規定により､§いかなる事実関係に基づき､．
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： ： ． ． ： ” ・ルル“ろ錨を適肌て保護を離したかを請求火においでその記載自体から満還るもので

： ． ． ． ． ． ､ . ： ． ？ ． ． ． ． ． ． ． ： ． 、 菅 ３ ． ・．･錘ければならないどこ鄙本件にあってば法第６２条第３項に該当する収入申告指示違反があつ・：． ・ ・ ・ ． ・ ・ M - " ･ . . i a . . . . ･ . < ･ ･ ' ､ . . : ･ ･ .．：たこ.とを付記するのみて;”§なる専実関係を認定して判断したが健ついて具体的な記載が荻ぐ､．
． b 、 ： ． ’ 、 , .ﾎ一.請求火は当該規定蝿癒錘と雄た事実関係を当然には知り得ないことから寺行政手続法霊-

、:血条熱項の定める理閏髄杢率を欠ぐ”どいう港が職原処分にほ職があり､蝿‘:、
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